
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
有訓無訓（心に残った言葉） 

 
景気の悪さが深刻になってきました。「熱狂から恐慌へ」「世界の

バブルは弾けた」「金融資本主義の終焉」今までのビジネスが全否
定されんばかりの言葉が巷に溢れています。 

確かに今、我々が頼ってきた経済の「常識」は大きく揺れていま
す。しかし、常識とは何でしょう。平時ならば「深く考えなくて
も、それほど問題がない」こと。常識が変わる時は「思考停止を止
める」時でもあります。これまで自明として疑わなかったことを、
自分の頭で考え抜いてみる、良い機会なのである。考える際のヒン
トは、まず「これまでの常識の対峙を見る」ことだと思います。本
当にそうか、疑ってみるのです。 

今、我が国の金融業界や行政からは、１４００兆円超と言われる
個人金融資産の生かし方が出てきません。過去の常識の復活を祈っ
て、不況よ、早く去れ、とひたすら耐えている。そんな印象を受け
ます。それでは新しい、成長の切り口は見えてきません。「今は耐
えるしかない」といった、視野狭窄が一番怖いのです。それは従来
の、働くべき方向がはっきりしていた時についた癖かもしれません
が、マネジメントを担う人がそこに落ち込んではいけません。常識
を疑い、対峙を見ることで、これからの立つべき位置を見定め、情
熱と志を持って組織を導いてほしいのです。 

（花王元会長 常盤文克 談） 
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「子供泣かすな、来た道だ。年寄り笑うな、往く道だ。」 
 

我孫子市の６５歳以上の高齢化率は、すでに２１％を超えてい
ます。４年後には確実に４人に１人は高齢者となります。千葉県
内に５６市町村が存在しますが、その中で３１番目に位置してい
るのが我孫子市です。けして高齢化率が高い方ではありません
が、東葛飾地域６市（柏、松戸、流山、野田、鎌ヶ谷、我孫子）
では一番の高齢化率となっています。 

市内１１５町丁では、新木野２丁目が高齢化率４０％でトッ
プ、２位には湖北台６丁目が３９％です。高齢化率３０％を超え
る町丁が２５存在しています。急速に高齢化が進んでいます。 

そんな中、新年度予算では、敬老祝い金や結婚５０周年記念祝
賀会など高齢者をターゲットにした事業の廃止、見直しが行わ
れ、全体では「削減し易い事業を削る」そんな傾向が顕著になっ
た予算編成となりました。 

敬老の精神、長生きを敬う、日本的な良さが無くなっていくよ
うな悲しい気持ちになりました。 
 
平成２１年３月 定例市議会終了！(新年度予算が決定) 

 
会   期：２月２６日(木)～３月１９日(木) ２２日間 
(一般質問は３月５日(木)～３月９日(月)、１４名の議員が登壇)                       
 
予算審査：３月１６日(月)～３月１８日(水) ３日間  

→印南は会派を代表して予算審査特別委員。         
(一般会計は３１９億２千万円、前年度当初と比べ６億１千万円
１.９％の増額) 
 

『住んでよかった』そして『住んでみたい』と言われる街に 
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討議資料 

宏と語る小さな小さな 
ティーパーティー開催中！ 

お気軽にお電話下さい。  
 
行政相談もこちらへ！ 
ご意見をお待ちしています。 

 

 

 
 



 

 

 
新年度予算：当初予算の歳入は、社会的な景気悪化や団塊世代の退
職者増などで、全体の約６割を占める市税が１８１億円７千万円
で、前年度比３億５千百万円の大幅減となり、例年になく厳しい
編成となった。不足分は市有地売却で約２億円、減債基金から約
２億円、財政調整基金から約１億円をそれぞれ確保・繰り入れを
して財源にあてた。                                                         
歳出は、経常経費５億円の削減目標額を各部課に割り当て、聖域
なき見直しに努めた。結果的には目標の５億円削減はできなかっ
たが、社会保障費などの「民生費」拡大を４億５千万円に抑えな
がら、総務費、土木費、衛生費を軒並み減額した。                                             
重点施策では、児童医療費助成事業として小学校１～３年生の通
院分を新たに助成する為の予算２千７百万円を確保。私立保育園
の施設整備の補助に約２億３千万円、（仮称）我孫子駅前インフォ
ーメーションセンター整備事業に約５千万円、景気対策として市
商工会が発行する１億円分プレミアム付き商品券のため、１０％
のプレミアム分の１千万円と事務手数料５百万円を市が負担す
る。他の新規事業として、小中学校の校舎大規模改造、白樺文学
館の運営、杉村楚人冠邸の保存と活用などが盛り込まれている。 
 
 
 
 
予算審査の争点：新年度、本格的な見直し予定となっている基本構
想は、すべての計画の基となっている市の最上位法、安易な見直
しに反対する意見が多く出された。また、我孫子駅南東地区、約
３２億８千万円を投じて行う都市再生整備計画（２１年度～２５
年度）のシンボル的な事業、（仮称）我孫子駅前インフォーメーシ
ョンセンター整備について、センターの機能、役割、運営方法に
ついて明確な方針が出来ていない。コンテンツがない段階で建物
のみ先行して建設する市の姿勢に疑問の声が多く上がった。市長
は「早急に整備方針を明確にしたい。この事業の着手は市議会の
所管常任委員会（環境生活）に諮り、了解を得ながら、事業を進
めていく形にしたい。」と答弁、予算はこのまま認めて欲しい旨、
訴えた。また、聖域なき見直しによって、削減された事業は敬老
祝い金や福祉手当、障害者の助成金の削減など、簡単に削減しや
すいものだけを削減し、人件費やその他、補助金、負担金などは
削減されていない。予算編成の方法にも疑問の声が上がった。新
年度予算は本会議において賛成１７、反対１０の多数可決で成立
した。 
 

 

 
我孫子あれこれ 

 
我孫子市議会、定数２４人に削減！！ 
 

３月議会の最終日、我孫子市議会は議員定数を現行の２８人か
ら２４人に削減する条例案を賛成多数で可決した。 

２０１１年１１月に任期満了となる市議選から適用される。２
００７年の選挙は定数３０人を２８人に減らし実施。その後も議
会改革について話し合いを行っていた。 
 
定額給付金事業 
 

我孫子市は２月１６日、定額給付金給付事業本部を設立、併せ
て専任職員３人の「定額給付金推進室」を設置した。国の第二次
補正予算関連法が３月４日成立。市では給付総額を約２０億４千
万円と試算。４月中に通知し、５月中に給付できる体制でスター
ト。 

併せて、定額給付金の活用策として、額面より安く購入できる
プレミアム付き商品券の発行を我孫子市も計画している。我孫子
市は商工会と連携して１０％のプレミアム商品券を１億円分発行
することを決定。 
 
子育て応援特別手当の支給 
 

現下の厳しい経済情勢において、多子世帯の子育て負担に対す
る配慮として、第二子以降の児童について、一人当たり３．６万
円を支給する国の事業。支給対象の子は、平成２０年度において
小学校就学前３年間に属する子。すなわち、平成１４年４月２日
から平成１７年４月１日までの間に生まれ（平成２０年３月末に
おいて３～５歳の子）であって、第２子以降である児童が対象と
なる。支給は申請手続きが必要となる。我孫子市は２１００人が
対象。 
 
 
 
 
 
 

 
♪ 是非、ご覧下さい!! ♪ 

 
◆印南宏が代表を務める 

「あびこ２１」ホームページ  http://abiko21.exblog.jp/ 
◆我孫子市公式ホームページ  http://www.city.abiko.chiba.jp/  

 

 

 

 


